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マレー ゼ トラップによる大澤正嗣氏蒐集の
秩父山塊産コメツキムシ

岸井 尚
〒569-1044高観市上土室1-10, 6 -410

2000年の9 月初旬に, 山梨県森林総合研究所の大澤正嗣さんから, 森林生態系モニタリングのた
めにマレー ゼトラップで得られたコメツキムシの同定を依頼され, その後3年間引き続きその貴重な
資料を検する機会を持たせてぃただぃてぃる. 山梨県のように周囲を異なる高い山岳系で囲まれて
いる地域での甲虫相には, 自ずから複雑な様相が見られるであろうことが考えられる. 更に山梨県
内で韮崎市を挟んで秩父山塊とは逆の西南に位置する風凰山周辺分布相については, 筆者は1989年
以来今日まで細田倖市さんと水野弘造さんのご好意で, 実に多くの資料を研究させていただき, 膨
大な新しい知見を得, それとの比較検討も出来るので大澤さんからのご依頼は誠に有りがたいもの
であった. ここで上記各氏には心からの謝意を表したい.
この地域のコメツキ相についての最初の報告は, 千葉敬愛短大生物研究会の力囎 ろ子 (1971 :

56_58) による “山梨県金山付近のコメツキムシ類” と思われ, 地域的には今回の瑞牆山と同じ山系
の金峯山山麓の增富鉱泉・ 金山高原・ 木賊 で蒐集された資料に基づき 27 種が記録されている.
加瀬はそのあとがきに“種が少なく, 分布上特記すべきものもなく”など, 大変謙遜された表現で
その成果を纏めておられるが, 決してその様なことはなく近来注目されつつある分布学の見地から
は, 極めて貴重な記録であることは間違いない. 更に最近 (2000), 鈴木互博士により主として
l988年に得られた資料をもとに, “山梨県瑞牆山麓周辺域のコメツキムシ科甲虫” と題された報告が
なされ, 91 種がスイー ピング法・ ビー ティング法・ 石起こし法・燈火採集法で得られている. 今回の
マレー ゼトラップ法で得られる種はその採集方法の特性から, 特定の生態をもつグループに限定さ
れざるを得ないと思われるが, これらの記録並びに資料を比較すると, この地域のコメツキムシ相
の豊富さは, 先に述べた風凰山周辺のそれと同じく特筆に値すると言えよう. この点については鈴
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ルイスカネコメツキ ( ♀, 10.7 mm),2a, シナノカネコメツキ ( ,i'、, 11.9 mLm);2b, 同, 雄交尾器(8045);3, ガロアムネスジ
ダンダラコメツキ ( ♀, 19.3 mm);4a, キムネスジコメツキ ( (1'', l3.4 mm);4b, 同, 雄交尾器(8048).

木も同様の感想を記している.
以下に報告するものは, この間の3 年間に筆者が直接検した50種の記録である. 内 l4 種は上記
鈴木の記録にはない追加種なので, この地域のコメツキムシ科甲虫は105 種の生息が判明し, これ
は殆どが一様な森林地域での分布相としては極めて多いものと言える. なお, その調査域は山梨県
北巨摩郡須玉町(秩父山塊西部) 瑞牆山 (瑞垣山) 周辺, 植生は人工カラマツ林, ブナ林などで, 採集
期間と標高は次の通りである. l999年, 5 - 8 月, l450-1700m ; 2000年, 5 - 7 月, l450- l700 m ;
2001年, 6 - 8 月,2230 m.
Cidnopus marginipennis(LEWIS, l894) ルイスカネコメツキ(写真 l)

l 早,19. VII 2000
関東及び中部の山岳地帯の草原やその周辺の林間で花に集まるが多く ない. 従来の報告例は栃
木・ 新潟・ 山梨・ 長野の4 県のみである. 雌貯精養内表面には徴小な突起構造が網目状にあり, 他
のカネコメツキ類のそれと類似する.  この地域からは加瀬 (1971: 57) が Nothodes
malginipennlsとして記録している. なお, 風凰山周辺での採集記録は未だない.

Nothodes ma,ginicollis (LEWIS,1894) ウスチャイロカネコメツキ
1 f ,19. VIL2000;2♀♀, 21. VI 2000.
前種に似るが, より軟弱な細型で色彩も明瞭に淡色である. 青森から宮崎辺りまで広く分布
し,  里山などのより低高度の山地帯でカェデなどの花によく集まる. 鈴木 (2000:8-9) は8 頭記
録しており, 加瀬(1971:57) の報告にも見られ, 鳳凰山周辺でも極めて多く見られる.

Limonlus exlmius LEWIS, 1894 ムラサキヒメカネコメツキ
l , 12. VIL l 999.
邦産のコメツキ中で美麗なものの一つで, 上翅の濃紫色の色調は安定していて分かり易い. 筆
者はかってこのグループに, 本邦で昆虫蒐集熱が生じた頃からの著名な採集地であった, 京都洛
北の貴船渓谷に因んだ新属名Kibu,leaを提唱し, 暫くこれが用いられていたが,  ヨーロッパ原
産の種で創設された Limoniusの基本種と同じ構造を持つとして原記載の属に戻ったものである
(SANCHEZ-RuIz, l996: 108). ただしこのヨーロッパ産の種と本邦分布の複数種とでは, 雄交尾
器構造でやや異なる特徴をもっている. 本州以南の各地から知られているが, 山梨県からの本属
の種は続く 2 種が従来知られていたのみで山梨産の本種は初めて検した. これは本種が高地より
も低山地などの里山的環境に適した生態をもつためであろう .

Limonius ignicotlis LEWIS, l894 キンムネヒメカネコメツキ(写真5 )
l ♀. 19. VII 2000.
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5a, キンムネヒメカネコメツキ( ♀,7.8 mm);5b, 同, 難貯精表;6, コウイチヒメカネコメツキ( ♀,7.1 mm);7, チャグロ
ヒラタコメッキ ( ・ 7.6  mm) ;8,  クロツヤヒラタコメツキ (♀ ,7.4  mm)

邦産コメ ッキの中で最も美麗な種と して代表的な本種は, 北海道および本州各地から知られて
いるが多いものではない.  しかし山梨県では鳳凰山で多数個体が採集されており, 瑞牆山周辺で
も鈴木(2000:10) により五里山から記録されている. また一般にカネコメツキ類雌の貯精義内に
は微細突起による網日状構造が一面に分布する (写真5b).

Limoniuskouichianus(KIsHn, 1989) コウイチヒメカネコメツキ (写真6 )
l 早, 25. VII 2001.
この属の種はLEWIS(1984) が記載した3 種が長く知られていたが, それからほぼ100年後に,
山梨県鳳凰山御座石鉱泉の細田倖市さんがその周辺で採集された複数の個体に基づき,  本邦第4
番目の種として記載されたものである. L approximansキアシヒメカネコメツキによく似てぃ
るが, 脚部は常に暗赤色から褐色, 前胸背板点刻はより疎で, 雄交尾器側片先端の形状が明瞭に
異なる. その後鳳凰山周辺では度々 採集され, 筆者の知る限りではほぼ20頭を越えているよう
である. 他の地域からの採集例はなかったが, 静岡県側の富士山麓での記録が最近なされ, 更に
今回の秩父山塊での発見で, 中部関束の山岳地域に分布することが明らかになった. なお, 本属
からはその後極めて小型で,  ヨーロッパの本属基本種に似た別種も, 鳳凰山と三重県亀山市の野
登山から発見されている.

Limoniscusyamato sHn,1998 ヤマトカネコメツキ
1 , 19. VII 2000.
本州北端部から中国地方, 四国, 九州に広く分布する大型のカネコメツキで, かって長く北海
道分布のL niponensisニホンカネコメツキと同種と見なされていたものである. 鈴木(2000:
9-10) はこの地域から8 頭記録しているが, 近似の次種の記録はない.

Limo,uscushinakurai KIsHn,1998 シナノカネコメツキ(写真2 )
1 ♀,4. vI.1999; 1 (i'、, 1 早, 9. VIII.1999;1 f ,1 早,25. VII 2001; l 早, 8. Vm 2001.
前種と共に従来はL niporlensisの名で報告されていたが, 筆者(1998:2-7) はこのニホンカネ
コメツキは北海道固有の種で, 本州以南に分布する個体群は別の2 種からなると判断し, それぞ
れ上記の様に命名した. ヤマトカネコメツキは一般に低山地などで見られ, 体毛が黄金色で, 雄
交尾器側片先端の鈎状部基部が単純に丸く剔られ, その後方で側縁は外方へ膨らむことなく, 細
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10
9a, チャイロツヤハダコメツキ ( f , 10.8 mm); 9b, 同. 雄交尾器 (8324);9c, 同( ♀, 13.6 mm);9d, 同, 雌貯精基内ブラシ
状円盤型角質複(8320,8322);10, ヒメクロツヤハダコメツキ ( f ,12.2 mm).

く単純に基部片に向け太まる. 本種シナノカネコメツキはよ り高地の草原の多い林間部で見られ,
体毛は銀白色, 雄交尾器側片先端鈞状部の基部は強く丸く剔られ, その後方で側緑は明瞭に外方
へ膨らみ基部片方向に伸びる(写真2b). 現在, 本種の分布は本州に限られ, 新潟・ 長野・ 京都・ 奈
良から記録されており, 今回の山梨県下の記録は初めてとなるが, 瑞牆山周辺では明らかに前種
より多く見られる.

Harminilis(J-farminius) nlkkoensis MIwA, l928 キムネスジコメツキ(写真4 )
l , 22. V II i999; l♀ , l 8. VII 2001.
MIwA(1928:134) は当初独立種として記載したが, 後(l934:108) に近緑の次種の異常型の一
つとして処理し, 以後長くその様に扱われていたが, 筆者(1979a:5-6) は記載内容に合致する複
数個体と本属に入る多くの資料との比較検討の結果, 本種は独立種と見なすのが妥当と判断した.
本種は本属の他種と異なり上翅のいわゆるだんだら様の斑紋は認められず, 上翅全体が一様な汚
黄色を呈するが, 時に淡茶褐色の個体もあり, この秩父山塊の資料はその茶褐色個体であった.
また本種の前胸部は上翅肩部よりやや細めで, 側緑が強く外方へ孤状に膨らむこともなく ,  また

雄交尾器中片の基部は他種より著しく太く, 側片先端も極めて短大で本属の既知種とは明瞭に異
なる (写真4b).  これまでに記録されたのは福島・ 栃木・ 山梨・ 長野4県の山地のみである. 鈴木
(2000:10L- l l) は次種H ga11oisl とH. singularishondoensisコガタムネスジダンダラコメツキの
2種を記録しているが, 本種は記録してぃなぃ.

Harminiusｫ1Ha,mi,uus) ga11ols1 MIwA, 1928 ガロアムネスジダンダラコメツキ(写真3 )
l 早,9. Vm 2000.
邦産のムネスジダンダラコメツキ類で最も大型, 強壮な体形で分かり易い種で, 本州以西の山
地での燈火採集によく集まり, 島l真では隠岐からも記録されている. 瑞牆山周辺では五里山から
の鈴木(2000: 10) による報告がある.

Stenagostus umbratilis(LEWIS, 1894) オオッヤハダコメツキ
l , 26. VII 2001 .
瑞牆山周辺では鈴木(2000: l l) により多くの個体が記録されている. 北海道から九州まで広く
普通に見られ, 島嶼の多くからも記録され, 夜間燈火に集来することが殆どで, 昼間飛翔するも
のは極めて少ないようである.

Scute11athous comes(LEWIS,1894) チャイロツヤハダコメツキ(本州亜種?) (写真9 )
1 (i'、, 9. VIIL 1999; 1 f , 26. VII 2000; 1 f , 3早 , 9. Vm 2000; 2(i'、(i'、, l 早, 25. VII 2001; 1
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(i'、,26. VII 2001; l f ,5 早♀,8. Vm 2001 .
従来, 山梨県からは本種以外に本属の報告例はなく, 鈴木(2000: 11) はsp.1, sp 2 として種
名未定の2種を記録しているが,  前者は多分S. sasaJliホソアカツヤコメツキかcomesと見なし
ている種で, 後者は本種とも異なる種と思われる. 本種の体色は全体が明るい黄赤色のものから
赤褐色のものまでの変化が見られ, 後者はホソアカツヤコメツキと極めて紛らわしいが, これま
でに瑞牆山で検したものでは1頭を除いて両性の生殖器構造からは本種と見なしうるもので, 風
凰山と共に得られた個体はこの赤褐色化の強いものであった.  しかし少なくとも本州に分布する
本種comesと見られる個体群は近似の2 種からなり, 前胸背板点刻の密度と形状など及び両性
生殖器構造などの違いで互いに別種と見なしうる. その内少なくとも1 個体群は0HIRA (1963:l6)
が富士山の朝霧高原からのl 早で記載したS fujianusフジチャイロツヤハダコメツキと主要な特
徴は, この雌の体長 (14 mm) が著しく大きい点を除きよく一致する.  しかし, これも今回検し
た9 頭の雌資料中には図示(写真9c) した大型個体 l3.6 mm(一般にl2 mm 前後) のものが見出さ
れた.  なお写真(9a,9c) でも分かるように, 本種の前胸形状は性差が著しく別種の感を抱かせる
ので注意を要する. 本種comesは札幌原産で LEWIS, (l894: 200) が雄3 頭の資料で記載した
Athous comes(体長12 mm) で, 記載文からは広く本州の山地で得られ, 従来一般にこの種と同
定されている個体群と同じものと見なされる.  しかし残念ながら筆者は北海道産の資料を検する
機会に惠まれず, 果たして本州で多くの個体が得られている個体群が北海道のものと同じである
か否かを判断できない.  しかし大平(l996:71, Fig 2, F) が図示した北海道産の雄生殖器側片先
端の構造には本州産個体群との差異点が認められるので, これがもし固定的なものであれば,
fuJianusは多くの特徴から多分にこの本州産のcomesと見なされてきた個体群との同質性が高
く, comesの本州分布の別亜種と考えるのが妥当な処置であろう.

Scuteuathous sp. ツヤハダコメツキ一種
1 (i'、,9. Vm 2000.
従来, 本州内で最も多く得られていたScuteuathous属の種個体群は長くチャイロツヤハダコ
メツキと称されているが, 前述したように本州内からの資料は複数の種個体群に分けられ, その
一つはこれの別亜種で, 別に別種と見なすものが混在すると思われる. 更に本州以西に分布する
ものには, 外部形態でも両性の生殖器構造でも複数の差異点を持つ幾つかのグループがある. こ
れらの中にはやや小型で一般に黄色味の明瞭な, 前胸背板点刻がやや疎な一群があり, その両性
生殖器構造でも幾つかの差異点を指摘できるので, 多分これは異なる種個体群と見なすべきで,
今回これと同じと見られる上記資料が見付かった. これは多分, 鈴木(2000: 11) のS. sp 2を指
すものと思われるが不明である.

Hemic,epidius(ffemlcrepid加s) secessus secessus(CANDlaZE,1873) クロツヤハダコメツキ
l 早,29. vII i999;1 (j'、,9. Vm.1999;1 (i'、,9. Vm 2000;2 ♀,25. VII 2001;2♀♀,8. Vm2001.
加瀬(1971:57) は本種のみを多数(104 exs) 報告しているが, 次種は記録してぃなぃ. これと
は逆に鈴木(2000: 11- l2) は本種の記録をしてぃなぃが,  次種をほぼ110頭記録している. 加
瀬の場合は, 次種を本種と同じものと見なした可能性が強い. 今回両種共に見られたが, 一般的
には前胸背板点刻と体形・ 体色, 特に脚部のそれとで両種を区別でき, 次種は高地に多く, 本種
は低地で多く見られるのが普通であるが混棲することもある. 本州以南に分布し, 南西諸島およ
び済州島からは複数の亜種が知られる.

Hemicrepidlus(Heml'c,epldius) slnuatus sinuatus(LEWIS,1894) コクロツヤハダコメツキ
2 (j'、 (j'、,29. VII i999; l ・9.  Vm.l999;2  (i'、 (i'、 ,l9.  VI I2000
前種の変異型と見なされていたが, 体形がより軟弱なこと, 前胸背板点刻が極めて微細で疎な
点や,  脚部の色彩その他の差異点と, 前種は一般に低山地に見られ, 本種はより高地に多いこ
となどで別種とされている. 屋久島では高地に極めて小型繊細な別亜種 (satouchi1) が見られる
が, 低地では前種の大型強壮な別亜種(yakuanus) が棲み分けて分布する. 済州島にも別亜種が
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知られる.
Hemicrepidius(1femicrepidius) deserto' deserter (CANDEzE,1873)

ヒメクロツヤハダコメツキ (写真10)
5 , 25. Vl l 2001; 2 , 8. Vm 2001.
鈴木(2000:32) は生息期待種として挙げたが, 加瀬(l971) と共に記録はない. 今回記録した7
頭の雄資料は全て前胸背・ 上翅共に黒色でクロツヤハダに似てぃるが, 上翅の金緑色光沢が明ら
かである.  本州以西の山地に見られ, 対馬・ 屋久島・ 奄美大島・ 済州島などからはそれぞれ別
亜種が知られる.

Hemicrepidius(Miwacrepidius) subcyaneus(MoTscHuLsKY,1866) ルリッヤハダコメツキ
1 ♀, 25. VII 2001.
マレー ゼトラップではこのl頭のみであるが, 鈴木(2000: l2-13) は多くの資料を記録してい
る. 本邦独自の亜属を構成する種で, 一般に軟弱な体構造のツヤハダコメツキ類の中では珍しく
極めて強壮な体構造をもち, 青籃色の色彩は特異である. 本邦固有種で北海道から九州までの山
地に分布する.

Corymbitodes concotor (LEWIS,1894) ホソヒラタコメツキ
1 , 14. V I. 1999.

鈴木(2000: 19-20) は本種を含めC g,-atus ドウガネヒラタコメツキを多数記録し, 加瀬(1971:
57) はC nikkoenslsべニホソヒラタコメツキも報告している.

Calambus j,aponicus(Fleutiaux,1902) クロツヤヒラタコメツキ(写真8 )
1 早, 14. VI. 1999; 1 ♀, 14. V 20,00; l , 21. V 2001; 1 , 21. VI 2001; 1 , 25. V I I 2001.

次種と混同されることの多かった種であるが, 鈴木 (l989: l -3) によって両種の違いが明らか
にされた. 瑞牆山周辺では混生するが, 鈴木 (2000: 17) でも分かるように本種の方が多い.  しか
し風凰山周辺では次種の方がやや優勢のようである. 本州以南の各地から知られる.

Calambus mundulus(LEWIS, l879) チャグロヒラタコメツキ(写真7 )
2 早 , 25. VII 2001; 1 , 8. VIII 2001.
前種によく似てぃるが, 写真7 ,  8 でも分かるように雌個体では前胸の形状が互いに明瞭に異
なり, 体色並びに触角節の形状と長さなどの違いでこの両種は容易に分けうる. 前種と同じ様な
分布を示すが, 本種の方は北海道・ 樺太などからも記録されている.

Anostirus(Ipostirus) dainuo (LEWIS, l894) ダイミョウヒラタコメツキ
1 早,21. VI 2000;1 , 21. VI 2001.
加瀬 (1971: 57), 鈴木 (2000: 18-19) 共に多くの個体を得ているが, 今回の手法では少ない. 黄
色上翅にある顕著な5黒紋は, 一般に色彩的な変化の少ない本邦分布のコメツキ中では例外的に
目立つ存在である. このグループはユーラシア大陸の主として北部域に分布し, 40種弱知られ
ている(TARNAWSKY, l996: 617-622). 本種は本邦固有の種と見られるが, Kon-Kuk Univ.
PRESS (1994: l59) に韓国産種として挙げられた例がある.  しかし, その他のこれまでの朝鮮半
島産コメツキに関する多くの報告には, 本種の記録は見あたらず, 近縁のA beebe,-iのみで,
これは筆者も故竹内吉藏博士が1935-1936 年に北朝鮮の白岩(Paegam) や南雪嶺(Namso1lyong)
で採集された, 黄褐色の上翅にやや不鮮明な5黒紋をもつ雌雄各1個体を検している. KIM(1978:
l ie) が図示した合水 (Hapsu) 産の資料もこれとよく似てぃる. 中国東北・ ロシア沿海州からの
多くの個体も検したが, これらは薄い絞のある中国産の1雌を除き何れも無紋の型であった.  し
かし, 今のところ本種が朝鮮半島に分布する可能性を否定はできない.

Pseudanosti''us dilatatus(MrwA, l928) オオクロヒラタコメッキ(写真11)
1 ♀, l9. VII 2000;1 早,25. Vll 2001;1 ♀,8. Vm 2001.
Pseudanosttrus属は旧ソ連(現ウクライナ) のDoLIN (1964: l20) によりAnostirus属の亜属と
して創設され, ユーラシア大陸中北部で多くの種(GuRJEvA, l989: l55-l76,18 種, 1 亜種) が知
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l l オオクロヒラタコメツキ: a, ♀, 12.6 mm; b, 雌貯精表内角質小突起辞(8329,  端糖山); c. 同(2340, 奥日光); d, 同

(2333 ) 北海適川1n  温泉)  

られ, 現在は独立属として扱われている. 邦産種は本種のみでGuRJEvA (l984: 295-297) が
Corymbites属からこの属に移した. 筆者もかって本種を初めて採集したとき(1951 年, 大雪山
及び然別湖畔) , 新属の創設を真剣に考えたものだ. 当時は大陸産近緑種についての情報を全く
持ち合わせず気になっていたが, DoLIN とGuRJEvAの論文並びに東欧産のDiacantltus g1obicollis
(属基本種) を検し得て解決したものである. 樺太・ 北海道・ 利尻島・ 国後島と本州中央高地帯で見
られるが極めて少なく, 本州での記録は群馬・長野のみで山梨からは鈴木 (2000:17-18) が瑞牆山
から1 頭 (l9. vm. 1988, 酒井貢leg) 記録したのが初めての記録である. 今回これと同じ秩父山
塊で得られた3 頭の雌個体の上翅は共に明瞭な赤褐色であるが, 従来知られていた地域の個体は
全て黒色で, 筆者の検し得た本州産の奥日光・ 木曽御岳の資料と北海道産の複数個体全てがやは
りそうである. 鈴木(2000) 及び大平・ 飯島 (2001: 47-51) の報告では上翅色彩に関する記述は
特にないので黒色と見てよぃであろう. この赤色上翅の個体群では, 貯精嚢内の角質小突起板の
形状は他地域産の上翅黒色のものより明瞭に小型で, 上翅の黒色のものでも北海道と本州のもの
では差が認められ(写真l l , 1:1-d参照), 同じ本州産個体でも今回の瑞牆山の上翅赤色ものと奧日
光および木曽御嶽山の上翅黒色のものでは微妙な差が認められる. ただ大平・ 飯島(2001 :
47-51)の報告にある図では突起の数が異常に少なく (50個弱), これらが全て個体変異的なもの
かどうかは, 残念ながら本種の調査資料数が極めて少ない (北海道産:1 , 3 ♀♀; 本州産: 5 早)
ため不明で, 本州産雄を含め多くの標本の検討が望ましい. 雄交尾器については北海道北見市置
戸鹿ノ子温泉産( (j'、,24-25. VII i990, 清野昭夫 leg.) のもので検したが, これはGuRJEvA(l989:
l59, l65- l66, fig 318) が図示したものと異なった点はなく, このGuRJEvAの用いた資料は樺太
(3 exs) 及び国後島(1 ex ) のもので, その図示した個体は樺太産であり, 北海道産は樺太と同じ
個体群に属するものと見なしてよいであろう .

Selatosomus(E1anoides)puerilis(CANDEzE, l885) シリブトヒラタコメツキ
l 早,9. vm 2000;1 f ,3♀♀,21. VI 2001; l (i'、,1 早,22. VI 2001; l 早,25. VIL2001.
本種の所属については研究者により諸論があり, その主要な点については鈴木 (2000: 18) の報
告に詳しい. 筆者は本属の種多数との比較で, 本種は形態と生態を含めて極めて独特の個体群で
あると思うので, 上記のように別亜属と見なしたい. また本種では雄交尾器側片先端の形状で2
系統に分けうるが, 外部形態などでは有意な差異点は認められず, 現時点では同種内の変異とし
て扱うこととする. 本属の種は北半球の中北部に広く分散適応していて, TARNAwsKI (l995:
l_183) によれば現在5亜属, 67 種 (亜種を含む) に分類されている. 本種は邦産 (北方四島を
含む) が確認されている8 種 (他に分布疑問の2 種あり) の中では, 小型で且つ本州以西の各地
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で最も普遍的に分布し, 低山地周辺で得られる種である.
Dentico11isminiatus(CANDtzE,1885) ミヤマベニコメツキ

1 ♀, 14. VI 2000; 3 ie♀♀, 21. VI 2000.
次種と共によく飛翔しているのを見かける種で, マレーゼトラップには掛かりゃすぃ種であろ
う. 鈴木(2000:13) の報告でも両種共に多数の記録がある. 本州以西の低山地およびより高地帯
に多い.
ent i co Is nfpponensis nlpponensis OHIRA, l973 べニコメツキ

3 ,4♀早,14. VI 2000; 1 f ,9♀♀,21. VI 2000;3 (i'、, l2♀♀,21. VI 2001・
前種とほぼ同じ分布状態であるが, 平地などより低山地帯で多く見かける種で, 北海道には別
亜種(ainu) が分布する.

Ampedus(Ampedus) matobaiyamaya1 KIsHII,1987 ヤマヤアカコメツキ(写真12,22)
l ・ 21.  VL2001;1  ♀ ,8.  V m2001
これまでも度々述べてきたように, 本属Ampedusに属するコメツキは北半球全域に亘り多く
の種に分化していることが明らかになっている. 本邦でも例外でなく2002年現在で既に広義の本
属の種と亜種は計l30余り報告されており, 今後も更に2()-30種ほどの增加は見込まれる・ 瑞
牆山周辺では今回13種が確認され, 鈴木(2000:21-23) の報告でもやはり計l3 種記録され, 内5
種は今回未発見のものであった. 本種は一見すると本邦での最普通種A. orientalis アカコメツ
キやA gozaishi ゴザイシアカコメツキに極めてよく似てぃるが, 雌貯精嚢内の刺状突起の形状
と数が著しく異なる(写真22, 24). 原名亜種は北海道分布個体群で, 本亜種は福島県湯ノ花温泉
から得られた2 頭の雌資料で記載され, 栃木県栗山村からの資料も検している. 今回の資料は外
部形態では同種と判定できるが, 貯精嚢内刺状突起は形状などの特徴では同じであるが数は明ら
かに多い. 地域的変異の可能性と思われるが, 資料数が少ないので疑問も残る.

Ampedus(Ampedus) alticola alticola SILFVERBERG,1977 ミヤマアカコメツキ(?)
l ,26. VII 2000.
LEWIS(l894:36_37) が日光で得たアカコメツキをE;late,・ mo'aanusとして記載したが, 北束
ヨーロッパ産のElater mo,ttanus ScopoLI, l763 のホモニムとなり, 上記名称に変更されたもの
で, 中部・ 関東・ 束北の山地で見られるが少ない. 兵庫県からも記録され和歌山からの報告例もあ
るが,  近幾地域では極めて少なく, 北海道からは別亜種(tokoro) が知られる. 瑞牆山からは加
瀬(1g7l:57) がA montanusとして記録している. 今回得られた上記標本の交尾器側片形態には
多少特異な点があり, 比較検討の対象資料が少ないので本種と同定するにはやや疑念が残る・

Ampedus(Ampedus) chlamydatus(LEWIS,1894) ホソアカコメツキ(写真13,23)
1 早, 21. VL2000; 2 早, 25. VII 2001.
LEWIS(1894:36) による本種の原産地は“Kadzusa, an island off Yokohama” となっており, 上
総を指すなら千葉県であるが, 横浜沖の離島とは少々 意味不明で, 大平(1973:102) はBATES
(l883) によるLEWISの行程記録から伊豆大島辺りかと推定している. 更に大英博物館に所蔵さ
れている基準標本( (i'、) 検討でも産地は不明で, 東京都の高尾山産のl頭の資料とよく一致し同じ
でないかとも述べている. 伊豆大島からはアカコメツキ類の報告例はなく , 本属の種としてはA.
hypogast1・Iousアカハラクロコメツキのみである. 筆者はLEWISと大平の記述によく一致する山梨
県産の2 頭の資料(KIsHn,1996: Fig 56 参照) がこれと同じ種と見ている. 今回得られた上記の
3 頭の雌貯精義内剌状突起の数が何れも15-20% 程少ないが, その形状及び外部形態の相同性な
どでは同じ種と認められる. 現在判明している分布地は山梨- 東京・ (千葉) ・ 栃木・ 福島・ 青森である
が何れでも少ない.

Ampedus(Ampedus)optabilis optabilis(LEWIS,1894) オオアカコメツキ(写真14)
1早,2. vII i999; l♀, 21. vI 2000; 1♀, l9. VII 2000;1 ・ 26.  VI I2000;1,:i'、 ,3早早 ,9

Vm 2000; l f ,1 ♀,25. VII 2001; l 早,8. Vm 2001.
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l2, ヤマヤァカコメッキ( ♀, 10.7 mm); 13, ホソアカコメツキ ( ♀,9.8 mm); l4, オオアカコメツキ ( f , l2.5 mm); l5, ゴ
ザイシアカコメッキ(早,11.0mm); l6, ミヤマホソチャバネコメツキ(♀,9.8 mm);17, ホソクロコメツキ(♀, 10.6
mm);18, ケブカコクロコメツキ( ♀,8.8 mm); l9, ミヤマタテスジコメツキ( 1,10.7 mm);20, ミヤマクロコメツキ
近似種(  ,7. 2  mm) ;21 , チビクロコメツキ( ♀ ,6. 8  mm

前種よ り大型で体毛は黄褐色, 前胸背板側縁が前方へ強く狭まり前胸は台形状に近い. アカコ
メ ツキ類は一般に体形色彩などが互いによく似ており, 且つ最近の検討で種類数が極めて多くな
り ( ほぼ70種, 他に亜種も多い) , その分類同定は極めて困難であるが, 幸いにも両性の生殖器
官構造の違いが明瞭である. 本種は瑞牆山から鈴木(2000: 22) による1例の記録がある. 本州・
九州の山地で見られるが, 北海道及び四国からは別亜種(kMslai及びawa) が知られる.

Ampedus(Ampedus) gozaishi KlsHn,1990ゴザイシアカコメツキ(写真l5,24)
l 早, 21. VL2000; 1 早, 26. VII 2000; l ・♀,22. VL2001; l ♀,25. VII 2001.
鳳凰山の御座石鉱泉周辺で極めて多くの資料が蒐集されたが, 他地区からの記録例は少ない.
現在まで山梨県内では今回の秩父山塊と大菩薩嶺の日川林道(l ♀,28. VL1981, 奧田好秀leg) の
資料を検したが, 他府県のものとしては栃木県黒磯市日留賀岳付近(l (i'、,30, VI. l996, 大川秀雄
leg.) の標本を検したのみである. これらの資料を採集され快く筆者に検討を任された上記の両氏
に深い謝意を表したい. 本種の上翅色彩は黒味がかった濃赤色で独特である. 鈴木(2000:32)は,
瑞牆山での生息期待種の一 つとして挙げている.

Ampedus(Ampedus) tokugoensls W. SUZUKI,1985 ミヤマホソチャバネコメツキ(写真16,25,30)
1 ♀, 21. VI 2000.
当初MrwA(l934:76) が信濃徳本峠産の1頭によりElater 1ongipennisの名で記載したものであ
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るが,  この名称がNoTMAN(1921: 159) に先取されていることをSUZuK[ (1985:84) が明らかにし,
上記名に変更された種である. 本州中部以北の高地帯に分布し細長い体形で分かり易いが, 中部
山岳地では同じ環境下で近似の複数種A amakazaricola ミヤマチャバネコメツキ及びA・
houwauホウオウホソアカコメツキ (上翅色彩は他の2 種と同じ) が知られ一見よく似てぃるの
で, 同定には両性の生殖器構造の精査が必要である. これら近似の3種間の両性生殖器官構造の
違いは次のようになる.
雄交尾器側片先端の三角形フック状部, 側方突起形状, および中片先端の形状・
ミヤマホソチャバネ: 短小で側方突起は小さく丸まり(写真30), 中片は細短くやや鈍端・
ミヤマチャバネ: 短小で側方突起は明瞭に幅広く丸まり(写真28), 中片は短く狭まり鈍端・
ホウオゥホソアカ : 細長く側方突起は小さく丸まり(写真29), 中片は細長く鋭利・
雌貯精嚢内の剌状突起の形状と数.
ミヤマホソチャバネ : 細長く鋭利, 大小100本前後で微小突起は少ない(写真25)・
ミヤマチャバネ : やや大型であるが極めて鋭利, 数は20本位で最も少ない(写真26)・
ホウオゥホソアカ: 微小で細長く, 60-80本で微小突起が20-30個位塊状に存在(写真27)・
この秩父山塊で得られた標本の貯精憂内の剌状突起の形状はホウオウホソアカとよく似てぃる
が, 数は2 倍近い. また鈴木(2000:23) も2 exs. (3. VII i988) 記録している・

Ampedus(Ampedus) hypogast,-icushypogastriclis(CANDEZE, l873) アカハラクロコメツキ
l 早,22. VI. 1999.
鈴木(2000:23) は3 頭記録している. 本邦のクロコメツキ類では最も普通に見られる種で, 腹
部が赤黄色で分かり易いが, 時に黒化する個体もある. 屋久島には別亜種0cosugi) が産し, 北海
道産個体群も別亜種と見られる.

AmpedMs(Ampedus)JaponfcMsJapo川cus SIL ERBERG,1977 アカアシクロコメツキ

l 早, l4. VI. l999;1  ,22 .  VI . l999; l 早 ,9 .  VI IL200
環境的には生息してぃておかしくなぃ種であるが, 瑞牆山周辺では今回の資料が初めてのもの
のようである. 当初LEWIS(1894: 40) によ1「) Elater l-ufipesとして記載されたが, DEGEER
(1774: 150) に先取された名称のため上記のような新名が付された. 屋久島から別亜種(kosu91-
ensls) が知られている.

Ampedtts(Ampedus) tenuist,-iatus(LEWIS, l894) ホソクロコメツキ(写真l7)
l , l8. v. 1999; l ,4. VI. l999;1 ♀, l4. VL1999;2♀早,22. VI.1999;1 ♀, l2. VII・1999;

2早早,21. vI 2000;2早早, l9. VII 2000;3♀早,21. VI 2001;3 ♀♀,25. VII 2001・
中部・ 関束以北の山地帯では一般的に本種によく似た次種の方が多く見られるが, この地域で
は検した資料の殆どが本種であった. 瑞牆山周辺では加瀬(1971 :57) の記録がある. 本州以南の
平地低山地に普通に見られ, 屋久島にも産するがこれは別亜種であろう.

Ampedus(Ampedus) aureovestitus aureovestitus KIsHn, l966 ケブカコクロコメツキ(写真l8)
3 ♀早,21. VI 2000; l 早,22. VI 2001.
関東北部から東北地方全域でA. oiwakensisの名で報告された例が多いが, 全て本種を指すも
のと思われる. 前種に似るが体形はやや軟弱で体毛は長く一般に黄色みを帯び, 両性の生殖器構
造も似てぃるが差異点も明らかである. 前種は本州・ 四国・ 九州各地の低山地に多く見られるが,
本種は近畿以北のやや高度のある山地に多いようである. 山梨県での記録は初めてと思われる・
北海道には別亜種(、kato1) が分布する.

Ampedus(Ampedus) gracilipes(LEWIS,1894) ミヤマタテスジコメツキ(写真19,31,36)
l (i'l, 29. VIL1999; 1 , l 9. VIL 2000.
LEWIS(1894:42) が中禅寺湖で採集した2頭の資料で命名したもので, 記載文の体長9.5 mm, 細
長い体形, 上翅肩部が茶褐色, または全体が黄褐色で側緑と縫合線部が黒色, 触角と脚部は赤褐
色, 触角は細く弱い鋸歯状で第3節は強固でなく前節より僅かに長いという内容に似た種は, 本
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22-27: アカコメツキ類雌貯精表内刺状突起詳: 22, ヤマヤァカコメツキ (8312, 端糖山); 23, ホソアカコメツキ (8315, 端
指山); 24, ゴザイシアカコメツキ (8313,  端措山); 25, ミヤマホソチャバネコメツキ(8103,  端清山);26, ミヤマチ
ャパネコメツキ (5126, 立山); 27, ホウオウホソアカコメツキ (5608, a風山).

邦では本種を含めて10種近い種が分布し, 大部分は未記載種と見られる. 高い確度で本種と同定
し得る資料を筆者が検したのは今回のものと, 風凰山からの雌雄各1頭のみである. これまで本
種と見なしていた多くの資料は互いによく似てはいるが, 原記載内容とは微妙な外部形態上の差
異点と, 両性生殖器構造のそれぞれの個体群との明瞭な差などで複数の別種であると判断される.
これまでに報告されている本種の分布域は北海道から九州までの広い範囲に及ぶが, 全て再検討
が必要であろう. 既知種でこの地域に分布が予想されるのは本種と, A. (A ) alpinus ミヤマクロ
コメツキ (鳳凰山系) 及びA. (A) yaku ohdaiオオダイクロコメツキ (石鎚・ 剣山系, 台高山系,
鳳凰山系) の3種で, 前者と見てぃた次項に挙げた種は同定の間違いで未記載種である. また後者
は鳳凰山系で分布が確認されており, また大和村の笹子峠産資料を検しているので (l (i''. 20. VI.
1988, 水野弘造leg.), 奧秩父山系の分布はあり得るが報告例はない. なお, 本種に著しく似た種
で体形は短大強固, 雌の上翅にある黄色縦条も明瞭であるが, 触角第2 - 4 節の形状及び長さと
幅の比率の著しい差などの顕著な特徴を持つ未記載の別種も存在する.

Ampedus(Ampedus) sp., near alpinus KIsHn, l992 ミヤマクロコメツキの近似種(写真20,35,40)
1 (j'、, 28. V. l999; 1 早,2. VIL1999; 1 ♀, 21. VI 2000; l (i'、, 21. VL2001; l 早, 2. VI 2001.
当初A. (A) alpinusミヤマクロコメツキの近似種と見ていたが, 前種の検討でこれらとは異な
る未記載種であると分かったもので, 鈴木(2000:23) がA. sp., near gracilipesミヤマタテスジ
コメツキの近緑種として3 頭の記録をしているがこれと同じものの可能性が強い. これまで筆者
がgra〔lilipesまたはalpinusと見なしていた資料の中で, 山形・ 三重・ 奈良・ 徳島などの高地帯
から記録されたものは, 本種及び複数の未記載種であった. 何れもこれらに似てぃるが, 小型で
より軟弱な体形をもち, 触角の第2 ・3節が著しく短小でほぼ同大同形の点で, 何れとも明瞭に異
なる種で, それぞれ別個体群として3 グループあり, 何れも既知種ではないと見られる. 雄交尾
器側片先端のフック状部形状と, 雌貯精嚢内の刺状突起の大きさ, 形および数によっても何れも
明瞭に区別できる. 一般に雌では上翅肩部から後方へ細く黄褐色の縦条をもつものが多く,  ミヤ
マタテスジコメツキと似た点もあるが, より小さく繊細な体形で区別しやすいのと, 両性の生殖
器構造の違いがはっきりしている点で分かり易い. 何れにしろ前項でも述べたように, このグル
プ既知種6 種(亜種を含む) と共に再検討が必要である(写真31-40参照).
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28-35: 雄交尾器側片先端: 28, ミヤマチャバネコメツキ (4296, 苗場山); 29, ホウオウホソアカコメツキ (7512, 風風山);
30, ミヤマホソチャパネコメツキ(3853, 大普藤ll中); 31, ミヤマタテスジコメツキ (8047, 端播山); 32, ミヤマクロコメ
ツキ (5774, 風風山, holotype), 33, ヤクキスジクロコメツキ (4228, 屋久島宮之浦岳); 34, オオダイクロコメツキ
(2175, 大台ヶ原山, holotype);35, ミヤマクロコメツキ近似種(7513, 端清山).

Ampedus(Ampedus) paux1llus(LEWIS, l894) チビクロコメツキ (写真21 ,41 )
5 exs., 21. VI 2000; 1 早,21. VI 2001.
本州では青森から奈良までの10県と徳島からの記録があるが少なく, 殆どが高地帯での l ~2例
のみで, 中部- 関東の山岳地帯からが主である. 瑞牆山からは鈴木 (2000: 22-23) が1 例記録して
いる. なお, 大澤正嗣さんからの私信によれば, 本種はマレー ゼトラップには極めて多数の個体
が掛かるということである.

Gamepenthespictipennls(LEWIS, l894) キマダラコメツキ(写真42)
2 (i'l f ,26. VII 2000; l (i'1,1 早, 9. Vm 2000.

“2 a b

瑞牆山周辺では多いようで, 鈴木
(2000: 23) は6頭記録している. 上翅
肩部の黄色縦斑で分かり易い種であ
るが, 雄交尾器も側片・ 中片共に幅
広で, 特に側片先端は半円形の横長
で, 中片は長三角形で先端に向け一
様に細まる (写真42c). 北海道から九
州までの山地で見られる.

42, キマダラコメツキ: a, (1'', 6.0 mm; b, 早,
6.2 mm; c, 雄交尾器 (8102).

Da1opius exilis KlsHn, 1956 ナガナカグロヒメコメツキ
l ,i'、, l , 22. VI 2001;4(i'' f ,26. VII 2001; l 早,9. Vm 2001.
本種も瑞牆山周辺では普通に見られる種で, 鈴木(2000: 26-27) によると70頭余の記録があ
る. Da1opius属は我が国と北米で多くの種に分化しており, 互いに外形・ 色彩などがよく似て
いるので, 一部の種以外は分類の困難なグループであるが, 雄交尾器の側片と時には中片の先端
形状に種毎の特徴がある. 本邦からは11 種の分布が知られ, 本種はその中でも最も広く普通に見
られる種の一つである.
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36-41 :  雌貯描表内刺状突起辞: 36, ミヤマタテスジコメツキ (8328, 瑞牆山); 37, ミヤマクロコメツキ(6406, 風風山);
38, ヤクキスジクロコメツキ (3878, 屋久島花 江河, holotype);39, オオダイクロコメツキ(8297, 奈良県彌山);40,
ミヤマクロコメツキ近似種(8046, 端措山); 41 , チビクロコメツキ(8100, 端糖山).

Ectinus pube1-ulus(MIwA, 1928) キンケオオカバイロコメツキ
1 , 28. V. 1999.

瑞牆山周辺からは加瀬(1971:58) と鈴木(2000:25) による7頭の記録があるが, 風風山でも標
高の高い地域で多く見られる. 北海道札幌市からの資料で記載され, 東北地方から紀伊半島まで
の山地帯でも知られる. また愛媛県石鎚山成就社から石原他(l953:75) が, 熊本県水上村市房山
から筆者(1979b: 35) が記録したが, 四国・ 九州からの個体には多少異なる特徴が認められるの
で, 別亜種と見るべきかも知れない. また筆者 (K1sHn,1984: 52) は京都市貴船渓谷産の資料 (1

, Kibune, Kyoto, 29. IV. 1959, 芝田太一leg.) を本種として報告したが, 交尾器形態には大き
な差異点があり, 或いは未記載のものとも思われる.  しかし, この地域での採集活動は現在でも
盛んであるが再報はない.

Ectinus1o,1gico11is(LEWIS,1894) ムネナガカバイロコメツキ
1 早,26. VII 2001.
本種は山梨県では多く, 鈴木 (2000: 25) も多数報告しており, 風凰山周辺でも多く見られる.
本種並びに次種は形態・ 色彩の極めて近似した別種 (hidaensis, nippontcus, obakoae, obscu'o-
1itleatus, saitoanus etc.) が多く, 同定の多少厄介なグループであるが, それぞれ雄交尾器の形態
が異なるのと, それぞれの種の分布域が余り重なってぃなぃ傾向がある. 本種の分布域は関東・
中部の山岳域が主で, 筆者の検し得た資料でこれまでに確実に本種と同定できるものは, 秋田・
福島 ・栃木・ 埼玉・ 新潟・ 富山・ 福井・ 山梨・ 長野・ 岐阜・ 兵庫・ 鳥取からの資料で, 大部分は
栃木から岐阜までの地域のものであった. 四国・ 九州からの記録もあるが, これらは再検討が必
要に思われる.

Ectimisse,・locus sericeus(CANDEzE,1878) カバイロコメツキ
l (i'、,1 早,21. VI 2000.
この地域には本属Ectinusの仲間は鈴木 (2000: 24-26) によると5 種の生息が知られ,  しかも
何れも極めて多くの個体が得られている.  しかし今回のマレー ゼトラップでは3 種のみで本種以
外では個体数も極めて少ない, これが本属の種の飛翔傾向を示すものか不明であるが興味深い.
本種と前種はよく似てぃるが, 最近記載されたE hidaensisヒダムネナガカバイロコメツキもま
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た互いによ く似てぃる. これは風凰山周辺では多く 見られるが, 瑞牆山周辺からの記録例はない・
本種は樺太・ ロシア沿海州をはじめ本邦各地の低山地から高地帯の広い範囲で分布が知られ, 対
馬には別亜種(bahai) が分布する.

Agriotes elegantulusLEwIs, l894 ヒメ カバイロコメ ツキ
1 ,9. vm 2000;2 (i'、 f ,1 ♀,8. Vm 2001 .
鈴木(2000:26) は多数個体を記録している. 本邦固有種で本州・ 四国・ 九州の各地で知られ,
訪花性が強いが, 島l良からの記録はない.

Vui11etusyamazaki10HIRA,1986 ツヤミドリヒメコメツキ
1 ♀, 14. VI. 1999.
本州で見られるミドリヒメコメツキ類は主として前胸背板の点刻状態で4 ないし5 種に分けら
れているが, お互いに生殖器官の構造も両性共に殆ど同じに近く, 更に強い訪花性やほぼ同じ時
期の発生など生態的にも殆ど変わらず, 微妙な違いを如何に考えるかで判断することの多い仲間
で, 便宜的な分類の可能性もあり問題の多いコメツキである.  しかし, その中で本種のみは分か
り易い種で, 体表の光沢は赤銅色に近い個体が多く, 一般にやや大型円筒形でよく肥大し, また
前胸背板の点刻間は広く平滑で艶が目立つ. 現在, 山梨・ 長野・ 愛知・ 三重のやや高地で報告され
ている. なお, 風凰山周辺では本属で最も普遍的に見られるV. viridisミドリヒメコメツキが多
数得られており, 当初この亜種として記載され, 現在はその個体変異とされていることの多いV・
subopacusコミドリヒメコメツキも多く混棲している. これらは共に今回検し得なかったが, 鈴
木(2000:28) は6 頭を報告している.

Dole,osomus gracilis (CANDEzE, l873) キバネホソコメツキ
2(i'、 28. V. 1999; l 早,14. VI.1999.
出現期が早い種で, 鈴木(2000:27) は多くの個体を記録している. 本邦固有の種で, 北海道か
ら九州までの各地と多くの島 から記録され, 早春に訪花性の強い代表的なコメツキである・

Metanotus castanlpes matsumurai ScHENKLrNG,1927 ハネナガクシコメツキ
l f ,28. V. l999;1 (j'、,22. VI.1999; l (i'、,9. Vm 2000;1 ♀,26. VIL2000.
クシコメツキ類の中でも原型的な感じの強い体形を持ち, 原名亜種は北半球の温帯北部山地の
森林域に広く分布する. 本邦に分布する個体群は一般に赤褐色味が明瞭でやや軟弱な体形をもち,
上記のように別亜種と見ている.

Melanotuscor,-ectus correctus CANDEzE, 1865 ヒラタクロクシコメツキ
1 ♀,18. VII 2001;1 (i'、, 25. VII 2001.
本邦固有種で本州・ 四国・ 九州の各地と粟島・ 佐渡島・ 隠岐・ 平戸島・ 種子島などから知ら
れ, 北海道では渡島小島からの記録もある. 鹿児島県佐多岬・ 屋久島・ 口之永良部島のものは別
亜種(issikil) であるが, 種子島のものもこの亜種かもしれない.

Melanotuslegatoides KIsHn, l975 ヒメクシコメツキ
1 ♀, 25. VII 2001 .
この地域から本属Metanotusの仲間は, 鈴木(2000: 28-30) によると7 種の生息が知られる.
しかし今回のマレー ゼトラップでは上記の3 種のみで個体数も少ない. これもカバイロコメツキ
の項で述べたように本属の種の生態に関係するものか興味深い.

QuasimusJaponicus KIsHn1959 ニホンチビマメコメツキ
l , 21, VI, 2000.
本邦ではQuasimus属は極めて多くの種の分布が知られ, 亜種を含めてほぼ40弱のものが報
告されている. 普通, 草原と森林の境界近くの灌木・ 低木などの葉上で見かけられる本種は, こ
れらの中では最も普遍的に分布する本邦固有の普通種で, 島l良では三重県桃頭島と長崎県五島の
中通島から記録がある. 一般にこの仲間はよく飛翔するが, 微小な体なので強い上昇気流の多い
山地ではそれに乗って移動することが多いものと思われる.
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7 (4):587-663.

(きしい  たかし)

会 報

'02 Japan Coleopterists' Meeting
日本甲虫学会2002年度年次大会・ 日本鞘地学会第15 回大会・ 合同大会

2002 年 l l 月23 日 (土祝)  ・24 日 (日), 大阪市立自然史博物館 (大阪市東住吉区) におい
て, '02 JapanColeopterists' Meetingが開かれ, 170名の参加がありました.
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規制緩和に対する緊急アピールを両学会名
で採択したあと, 午後には同定会, 分科会
と, 非常に慌ただしいスケジュールでした.
同定会では会場が非常に混雑し, 順番待ち
が多くて同定してもらえなかった人も多か
ったようでした. また分科会も, カミキリ,
雑甲虫, ゴミムシ, ハネカクシ, DNA, ゾ
ウムシのテーマで開かれ, 興味を同じくす

第105 号 (2003 年 6 月 )

初日は午後の各学会総会をはさみ, 朝から夕方
まで一般講演がっづき, 午後6 時からは長居球技
場のレストランで懇親会が開かれました. 大林延
夫・ 大会副会長の乾杯で始まり, 佐々 治寛之・ 大
会会長の締めでお開きになるまで, 全国の甲虫屋
が多く集い, 語らう場となりました.

2 日目は佐藤正孝さん, 森本 桂さん, 野村周
平さんによる特別講演, つづいて大型甲虫類輪入

る人たち同士で, 情報や意見の交換が活発に行われま した.
特別展示室ではポスター発表と, 大会期間 (2 日間) 限定の故・ 林匡夫博士ヵミキリムシコレ
クション展も開かれ, ホロタイプもほぼすべて公開展示されました.
両学会の史上初の合同大会ということで, 参加者も北海道から沖縄まで全国に及び, わが国の
甲虫研究史上に残る大会になりました. (初宿成彦)

発 行 : 2003. 6. 30. 日本甲虫学会 (会長 佐々治寛之)
(本部) 〒546_0034  大阪市東住吉区長居公園 l-23  大阪市立自然史博物館・ 昆虫研究室気付

振替口座: 00gg0-8-39672 URL: http://www.mus-nh.city.osaka.jp/jcs.htm1
Tel: 06_6697_6221  Fax: 06-6697-6225 E-mail: shiyake@mus-nh.city.osaka.jp

ねじればね原稿送付先 ( 和文, E-mailでの投稿を歓迎します)
伊藤建夫 〒614-3 371 八幡市男山雄徳8 E7-303 Tel.(Fax)075-983-3491

E-mail: itokyoto@gb3.so-net.ne.jp
保科英人 〒910-8507  福井市文京3-9-1  福井大学教育地域科学部地域環境講座

Tel: 0776 -27 -8692 E-mail: hhoshina@edu00.f-edu.fukui-u.ac.jp
水野弘造 〒611-0002 宇治市木幡熊小路19-35 Tel.(Fax) 0774-32-4929

E-mail: kzmizuno@oak.ocn.ne.jp
入会及び会費問合せ先 (年会費5, 000円, 入会金は不要)

野村英世 〒59()-0144 堺市赤坂台1- l8-5 Tel. 0722-98-4066

昆虫学評論原稿送付先 (英文) (昆虫学評論参照)
安藤清志, 芦田 久, 林 靖彦
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